



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　この作品を筆者は2015年 9 月に第 1 回目を読ん
だ。 2 回目は10月19日であった。 3 回目は11月 3
日であった。次にその読後感を述べる。
（ 2）「緑の蛇と百合姫のメルヘン」を読んで
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＊この研究は平成27年度科学研究費補助金基盤研究（C）「ホリ
スティックな視点に立つ道徳教育育研究」の助成を受けて行っ
たものである。
と意志の形成を考える。これがシュタイナー教育
の道徳となる。シュタイナーの道徳教育の特徴は、
七年を周期とした発達段階で、「感謝─愛情─義
務」の三つの基本的な徳を育てていくことにある。
この三つの基本的な徳の根底には「行為に対する
普遍的な人間愛」がある。それは今あることを感
謝する意識が人間の欲望からくるエゴイズムを抑
えるからである。また、普遍的な道徳を想定せず、
道徳性は人それぞれによって違う「倫理的個体主
義」も主張している。
　次に、シュタイナーの道徳教育の根源的発想を
シュタイナーの哲学から考察した。行為に愛を感
じるという意識は、どのような認識のメカニズム
から生まれるのだろうか。シュタイナーは、「観
察─知覚内容─直観・概念─道徳的想像・表象─
思考─経験」という認識のあり方を唱えた。この
認識のあり方にそって、シュタイナーは「道徳的
想像力」を想定した。「道徳的想像力」とは「直観」
で捉えた「概念」を「表象」に押しあげるもので
ある。シュタイナーの道徳教育の発想は、シュタ
イナーのこの認識のあり方から生まれたものであ
る。ゆえにシュタイナー教育では、直観に働きか
ける教育を重視する。道徳教育では、メルヘンの
「読み聞かせ（語り聞かせ）」「詩の朗唱」などを
行う。この研究では特に「読み聞かせ（語り聞か
せ）」を取りあげた。ゲーテの「緑の蛇と百合姫
のメルヘン」を筆者自ら読み、その読みのプロセ
スをシュタイナーの認識過程である「直観・概念
─道徳的想像・表象─思考」の枠組みで解釈を行っ
た。その結果、この世とも思えない異次元、魔の
世界のイメージと物語のハッピーエンドな結末が
筆者の内面に道徳性としてしみこんでいくことが
わかった。それは「緑の蛇の愛の行為が、百合姫
の呪いを解き、王子の命を復活させ、この二人が
「愛」によって結ばれた。」という結末である。こ
うして直観・概念と道徳的想像・表象の部分を味
わうことに終始し、教師は余計な思考や知識の強
